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■学校教育

○高等学校等通学支援費給付金事業　　　   600 万円　
　米空母艦載機部隊配備特別交付金による基金を財源
として、町内から高等学校等に通学する生徒の保護者
に対し、通学費の一部を給付することで、経済的負担
の軽減を図ります。＜教育委員会総務課＞

○小中学校校舎照明 LED 化改修事業
　　　　　　　　　　　　　　　   　  3,120 万 6 千円
　小中学校校舎の LED 化を進めていくために、実施設
計を行います。＜教育委員会総務課＞

○小中学校防犯カメラ設置事業　   　  1,137 万 4 千円
　小中学校の児童生徒の安全確保を目的に防犯カメラ
を設置するための実施設計を行います。

＜教育委員会総務課＞

■文化・スポーツ

○地域活性化起業人制度活用事業　　     442 万 5 千円　
　大都市に所在地のある企業と協定を結び経験豊かな
人材の派遣を受け、大規模な文化・スポーツイベント
開催に係る準備事務やその調整を行う新たな外郭団体
の設立に向けた準備を進めていきます。

＜社会教育課＞

○社会教育施設等備品購入事業　　　     687 万 3 千円　
　米空母艦載機部隊配備特別交付金を活用し、文化施
設、スポーツ施設、および海洋教育等に必要な物品の
充実を図ります。＜社会教育課＞

■産業の振興

○観光振興ビジョン策定事業　　　　　    21 万 4千円　
　町内の地域資源を最大限に活かし、持続可能で魅力
ある観光地域づくりを推進するための、中長期的な方
向性と具体的な取組方針を明確化する観光振興ビジョ
ンを策定するにあたり、令和８年度は、観光業に携わ
る各種団体や事業者、有識者、町で策定委員会を設置し、
ビジョン策定に向けた協議を行います。

＜商工観光課＞

○フェリー航路運賃補助事業　   　　　    192 万 8千円　
　地域住民の移動手段の確保および四国エリアからの
観光客誘致のため、周防大島松山フェリー株式会社が
実施する旅客運賃の割引に対して、引き続き町が割引
費用の一部を助成します。＜商工観光課＞

■定住の促進

○結婚新生活支援事業補助金　　　　　　        300万円　
　地域における少子化対策の強化を目的として、新規
に婚姻した世帯に対して、住宅取得費、住宅リフォー
ム費および住宅賃借費ならびに引っ越し費用等の一部
を補助します。（夫婦ともに 29 歳以下の場合は 60 万円
を上限、夫婦ともに 39 歳以下の場合は 30 万円を上限）

＜空家定住対策課＞

○地域おこし協力隊事業　　　　　      4,158 万 9千円　
　地域力の維持強化を図るため、地域社会の新たな担
い手として地域おこし協力隊員を配置します。令和８
年度はDX・関係人口・農業・観光の分野において新た
な任用を行う予定です。また、この取り組みにおいて、
専門的知識等を有したアドバイザーからの支援を受け、
効果的な募集を展開し、課題解決に資する人材の確保
を目指します。
＜空家定住対策課・政策企画課・農林水産課・商工観光課＞

まちの予算
　令和８年度当初予算は、「人と自然が響きあう 笑顔あふれる安心のまち 周防大島」の実現に向け、
１．自然と共生した快適で活力あるまちづくり、２．人が元気で活躍するまちづくり、３．安全・
安心で思いやりに満ちたまちづくりという３本の柱のもと、編成されています。
　広報４月号では、会計別の総予算額や目的別の予算規模について掲載しました。今月号では令
和８年度に取り組む事業について、ご紹介します。なお、その他の主な事業につきましては、町ホー
ムページの「当初予算の概要（ページ ID 検索：6103）」に掲載していますので、ご覧ください。

１．�自然と共生した快適で活力ある
　　まちづくり

＜＞内は担当課名

２．�人が元気で活躍するまちづくり
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○５歳児健康診査　　　　　　　　　　　　 37 万円　
　子どもの特性を早期に発見し、特性に合わせた適切
な支援を行うとともに、生活習慣、その他育児に関す
る指導を行い、幼児の健康の保持増進を図ります。

＜福祉課＞

○ＲＳ母子免疫ワクチン接種事業　　　　   109 万円
　定期接種化に伴い、妊娠 28 週から 37 週に至るまで
の人を対象に接種を行います。＜健康増進課＞

■福祉

○社会福祉施設照明ＬＥＤ設置事業 　　   2,984 万円
　蛍光灯の製造等が禁止されるため、白寿苑および福寿
苑デイサービス・たちばなケアプラザ・久賀福祉センター
の照明をＬＥＤに更新します。＜福祉課＞

○乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　62 万 5 千円
　生後６か月から３歳未満児までの乳幼児および保護者
に対し、認可を受けた保育所等において適切な遊びや生
活の場を提供するとともに乳幼児や保護者の心身の状況
等を把握するための面接や情報提供、その他の援助を行
います。＜福祉課＞

○就学前教育・保育施設整備事業　　　　   405 万円
　町内保育所の防犯対策装置（防犯カメラ）の設置にか
かる費用の助成を行います。＜福祉課＞

■その他

○ 大島大橋開通 50 周年記念事業　　　　     200 万円
　開通 50 周年を迎える令和８年７月４日㈯に記念式典
等を開催する予定です。
　なお、記念式典の他には、大島大橋パネル展や、宮本
常一記念館において開催する「旅学講座」、商工会や観
光協会によるＰＲ活動も実施される予定となっておりま
して、これらの関連経費（112 万円）を含めて、ガバメ
ントクラウドファンディングによるふるさと寄附金の募
集を行う予定としています。
　大島大橋については、山口県の長寿命化計画に基づき
大規模補修が実施されています。今後も県との連携を強
化し、大島大橋を次の世代へ引き継いでいきます。

＜総務課＞

○ 社会教育施設照明 LED 化等改修事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　    4,695 万円
　大島文化センターは、空調設備改修および照明をＬ
ＥＤ化にするための実施設計を行います。健康管理セ
ンターは、館内改修および多目的ホール内の特定天井
改修ならびに照明をＬＥＤ化にするための実施設計を
行います。また、すぱーく大島は、照明をＬＥＤ化に
するための実施設計および改修工事を行います。

＜社会教育課＞

○東和総合センター２階和室空調機改修事業
　　　　　　　　　　　　　　　　  　 159 万 5 千円
　老朽化により冷却機能が悪くなっている空調機の改
修を行います。全館空調設備が古いため個別空調設備
を設置します。＜社会教育課＞

■交流

○ 地域活性化起業人制度活用事業　　  582 万 8 千円　
　地域課題の解決や地域の活性化を目指す民間企業の
人材を受け入れ、民間のノウハウや知見を活かし、官
民共同のコンソーシアムを立ち上げるなど、町民と行
政が一緒になり、持続可能な地域づくりの促進を図り
ます。＜政策企画課＞

○サードプレイス創出事業　17 万 9 千円　
　同年代の若者が、学校や職業等の垣根を越えて交流
する「サードプレイス」（職場や学校、家庭以外の、第
３の居場所）を創出し、新たな仲間づくりの場とする
とともに、地域活動への参加等を通じた郷土愛の醸成
等を図ります。＜空家定住対策課＞

■保健・医療

○子育てはじめのいっぽ応援事業　　　　   300 万円　
　母子の孤立感の解消や切れ目のない支援を実施する
ため、出生の翌月から１歳の誕生月まで、毎月オムツ
とおしりふきを支給します。また産後６か月頃には、
こども家庭センター職員が産婦等と面談し、おもちゃ
等の育児用品を支給します。（オムツ、おしりふきおよ
び育児用品を合わせて、こども１人当たり 10 万円相当）

＜福祉課＞

３．�安全・安心で思いやりに満ちた
　　まちづくり
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募集戸数 　１戸（家族用）
仕　　様　� ３ＬＤＫ、木造２階建て
入居資格　
 ・周防大島町に定住するため、住宅を必要とする人
 ・Ｕ・Ⅰターン者で農林漁業の担い手として従事でき
　る人
 ・申込者および同居扶養親族が所有する住宅がなく、
　居住するための住宅を必要としている人

 ・地方税、また地方公共団体が定める使用料等を滞納
　していない人
 ・�申込者または同居しようとする親族が暴力団員でな

いこと
家　　賃　家族用、27,000 円（月額）
※�犬・猫等のペットを飼うことは禁止し

ています。
※詳しくは、町ホームページをご覧ください。

１．若者定住促進住宅（明新住宅）

２．定住促進住宅（浮島住宅）

募集戸数　４戸
仕　　様　�４ＬＤＫ木造平屋建て、オール電化住宅、

駐車場有り
入居資格　
 ・周防大島町に定住し、町の発展に寄与する意思を有
　する人
 ・入居申込時に、義務教育終了前の子を 1 人以上養育
　している人
 ・所得が月額 15 万８千円以上 48 万７千円以下である
　人。ただし、所得が 15 万８千円未満の人でも、将来
　所得の上昇が見込まれる人
 ・申込者および同居扶養親族が所有する住宅がなく、
　居住するための住宅を必要としている人

 ・地方税、また地方公共団体が定める使用料等を滞納
　していない人
 ・申込者または同居しようとする親族が暴力団員でな
　いこと
家　　賃　
　基本家賃 60,000 円から入居者の家族構成により控除
額を控除した額となります。
※犬・猫等のペットを飼うことは禁止しています。
※�詳しくは、町ホームペー

ジをご覧ください。

３．申込期間・選考方法等（共通事項）

申込期間　５月 15 日㈮～ 29 日㈮
選考方法�　応募者多数の場合は、公開抽選により決定

します。なお、申込締切日までに応募が募集
戸数に満たない場合は、期限を定め先着順で
申し込みを受付けます。

入　　居�　入居可能日以降（※請書等必要書類が揃い
次第順次入居可能日を決定します）

※詳しくは、町ホームページをご覧ください。
問い合わせ　生活衛生課 公営住宅班
　　　　　　☎ 0820-79-1010
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３．申込期間・選考方法等
申込期間　５月 15 日㈮～ 29 日㈮
選考方法�　応募者多数の場合は、公開抽選により決定

します。なお、申込締切日までに応募のない
住宅については、申込締切後６週間に限り先
着順で申し込みの受付を行います。

家　　賃　入居者全員の所得に応じて算出します。
入　　居�　入居可能日以降（※請書等必要書類が揃い

次第順次入居可能日を決定します）
※�応募要項および申込書等は生活衛生課、各総合支所・

出張所にてお渡しします。また、町ホームページか
らもダウンロードできます。特定公共賃貸住宅と町
営住宅等では、申し込みの際に提出する書類が異な
りますのでご注意ください

　詳しくは町ホームページをご覧ください。

問い合わせ
　生活衛生課 公営住宅班
　　☎ 0820-79-1010

○特定公共賃貸住宅
地区 住宅 戸数

東和
折井住宅 １戸
伊保田東住宅 ４戸
沖家室住宅 ２戸

橘 おれんじヒルズ ３戸

１．各住宅の募集戸数

特定公共賃貸住宅 および 町営住宅等 の 入居者募集

 ○町営住宅等
地区 住宅 戸数

久賀
八幡住宅（高齢者用） １戸
新開団地住宅 ２戸

大島

第二中塚住宅 ６戸
蔵本住宅 １戸
五反田住宅 ５戸
小田住宅 ３戸
小方住宅 １戸

東和

船越住宅 １戸
平野住宅 ２戸
伊保田住宅 １戸
伊保田一般住宅（単身者用） ２戸

橘
栄住宅     17 戸
日良居住宅 ５戸
おれんじヒルズ １戸

２．入居資格

○特定公共賃貸住宅
 ・入居しようとする人全員（申込家族）の控除後の所得
　の合計額が月額で 15 万８千円以上 48 万７千円以下
 ・自ら居住するための住宅を必要としている人（特定
　公共賃貸住宅入居者および持ち家のある方は、入居
　申し込みはできません）
 ・公営住宅家賃完納者
 ○町営住宅等

・ 入居しようとする人全員（申込家族）の控除後の所
　得の合計額が月額で 15 万８千円以下（ただし、高齢
　者・障害者等の世帯は 21 万４千円以下）
 ・ 同居しようとする親族がある人（単身者用の住宅に
　単身入居する場合を除く）
 ・ �現に住宅に困窮していることが明らかな人（町営住宅

入居者、持ち家のある人は、入居申し込みはできません）

 ・ �高齢者等の単身入居可（身体上または精神上に著しい
障害があるため常時介護が必要な人は、安全確保や
財産保全等の観点から、賃貸借契約の締結に際し、
契約内容を丁寧にご説明した上で、必要な支援を受
けられているかを確認させていただきます）

〇共通事項
 ・原則成人している人 ・地方税完納者
 ・�申込者または同居しようとする親族が暴力団員でな

いこと
※�連帯保証人が１人必要になります。（町営住宅入居者

不可）高齢者等で、保証人の確保が困難な場合は免除
できる場合がありますので、お問い合わせください。

※敷金の納付が必要になります。
※犬・猫等のペットを飼うことは禁止しています。

町ホームページ
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身体障害者相談員・知的障害者相談員のご紹介
　身体障害者相談員・知的障害者相談員は、身体障
害や知的障害がある人のさまざまな相談に応じ、必
要な助言や指導などを行うと共に、関係機関に連絡
を取るなどの援助を行います。
　本町では、次の相談員が選任されていますので、
お気軽にご相談ください。（敬称略）
○身体障害者相談員　野村隆文、迎 智可志、浜田一子
○知的障害者相談員　丸林稔夫

障害者の虐待や養護者の支援に関する相談
　柳井広域圏内の市町で共同設置した『障害者虐待
防止センター』では、24 時間体制で障害者の虐待
や養護者の支援に関する相談や通報等を受け付けて
います。
　障害者の方々が、家族や施設などの職員・会社の
事業主などに虐待されているのに気付いた人は、ひ
とりで抱え込まないで次の相談窓口に通報してくだ
さい。
相談窓口　
　柳井圏域障害者虐待防止センター
　☎ 0820-52-2678

障害者就業・生活支援センターのご案内
　障害のある人の「雇用促進」や「安定した職業生
活の継続」を目的としたセンターです。ご本人、ご
家族、雇用主さま等からの仕事や生活、制度等に関
する相談支援を関係機関と連携して行っています。
お気軽にご相談ください。
実施機関
　障害者就業・生活支援センター 蓮

れ ん げ

華
　☎ 0827-28-0021

障害者相談支援事業について
　障害のある人およびそのご家族や関係者からの相
談に応じ、必要な情報提供等や、権利擁護のために
必要な援助を行うことにより、ご本人が自立した日
常生活または社会生活を営むことを目的としていま
す。日常生活でお困りのことや福祉サービスの利用、
就労に対する相談などの専門的な相談支援につい
て、町では次の機関に委託しています。
　相談内容および個人情報の守秘義務は厳守されま
すので、安心してご相談ください。
身体障害に関すること
　ながやす介護ステーション　☎ 0820-56-7890
知的障害に関すること
　たちばな園相談支援事業所　☎ 0820-73-5010
　地域生活支援センターたんぽぽ　☎ 0820-52-2678
※�障害児等の地域における生活を支えるため、身近

な地域での療育指導等も行います。
精神障害に関すること
　やない地域生活支援センター　☎ 0820-22-1205

地域活動支援センターのご案内
　障害のある人が通い、創造的活動または生産活動
の機会を提供し、社会との交流等を行う施設です。
　また毎月１回、町内で心の相談会を開催していま
す。お気軽にご相談ください。
実施機関　
　やない地域生活支援センター　☎ 0820-22-1205

町役場での相談窓口
 ・福祉課 民生福祉班（身体・知的・精神障害関係）
　☎ 0820-77-5505
 ・健康増進課 健康づくり班（精神障害関係）
　☎ 0820-73-5504

障害に関する相談機関等をお知らせします

日
時

〔
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
〕

　

６
月
３
日
㈬　

午
前
11
時
ご
ろ

〔
緊
急
地
震
速
報
訓
練
〕　

　

６
月
17
日
㈬　

午
前
10
時
ご
ろ

内
容

　

防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送

　

防
災
行
政
無
線
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
お
よ

び
す
べ
て
の
戸
別
受
信
機
）
か
ら
、
最
大
音

量
で
放
送
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、

試
験
放
送
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
試
験
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
※

）
を
用
い
た
試
験
で
、
全
国

で
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

※�

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
市
区

町
村
へ
、
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時

に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

消
防
防
災
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

「
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
」
お
よ
び

「
緊
急
地
震
速
報
訓
練
」
の
試
験
放
送



7 広報すおう大島 令和８年 ( 2026 年 ) ５月号

問い合わせ　税務課 課税第１班　☎ 0820-74-1008

国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険に加入している人へ

所得の申告は済みましたか？
　国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険に
加入している人は、所得の有無に関わらず世帯全員
の所得の申告が必要です。申告をしていないと、
▼保険税（料）の軽減が受けられない。
▼�高額療養費などの算定時に、自己負担限度額分が

高くなってしまう。
▼入院時の食事代が減額されない。
などの不都合が生じる場合があります。

　住民税の申告は、税務課または各総合支所・出張
所でお早めに済まされますよう、お知らせします。
　なお、収入が公的年金（国民年金等）または給与

のみの人は、申告をしなくてもよい場合もあります
ので、ご不明な点等ありましたら、税務課までお問
い合わせください。
申告に必要なもの
⑴�令和７年中の所得・控除額がわかるもの（源泉徴

収票・生命保険の払込証明書等）
⑵本人確認書類
 ・�１枚の提示でよいもの（顔写真付き）
　…マイナンバーカード、運転免許証 等
 ・�２枚以上の提示が必要なもの
　…資格確認書、年金手帳 等

　勤務先の倒産や解雇等により離職を余儀なくされ
た方は、失業（離職）から一定の期間、国民健康保
険税が軽減されます。（軽減には申請が必要です）
対象者（次の全てにあてはまる人）
⑴�雇用保険受給資格者証の離職年月日が、令和３年

３月 31 日以降であること
⑵離職日において、65 歳未満であること
⑶�雇用保険受給資格者証の「離職理由コード」が「11・

12・21・22・23・31・32・33・34」のいずれか
であること

適用される期間
　離職日の翌日から、翌年度末までとなります。

（※再就職して国民健康保険以外に加入する場合は、

その時点までとなります） 
軽減の算定方法
　対象者の前年所得のうち、給与所得を 30 ／ 100
として算定します。（給与以外の所得、対象者以外
の被保険者の所得、対象期間外の所得については、
100 ／ 100 として算定します）
申請に必要なもの
⑴�雇用保険受給資格者証もしくは雇用保険受給資格

通知
⑵�対象者の個人番号がわかるもの（マイナンバー

カード 等）
⑶窓口に来られる方の本人確認書類（運転免許証 等）
申請場所　税務課、各総合支所・出張所

非自発的失業者の方は国民健康保険税が軽減されます

税務課からのお知らせ

　

５
月
は
自
転
車
月
間
で
す
。
自
転
車
も
乗

れ
ば
「
車
の
仲
間
」
で
す
。
皆
さ
ん
、
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
を
御
存
じ
で
す
か
？
交
通

ル
ー
ル
を
遵
守
し
て
、
自
転
車
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

○
左
側
通
行
の
原
則

　

自
転
車
は
、
基
本
的
に
道
路
の
左
側
端
に

寄
っ
て
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
自
転
車
が
歩
道
を
通
行
で
き
る
と
き

⑴�

道
路
標
識
等
で
「
歩
道
通
行
可
」
と
さ
れ

て
い
る
と
き

⑵�

13
歳
未
満
、
70
歳
以
上
、
一
定
の
身
体
障

害
を
有
す
る
方
が
運
転
す
る
と
き

⑶�

交
通
状
況
や
自
転
車
通
行
の
安
全
確
保
の
た

め
、
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

○
歩
道
を
通
行
す
る
と
き
の
ル
ー
ル

　

歩
道
の
中
央
か
ら
車
道
寄
り
の
部
分
を
徐

行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
歩
行

者
の
通
行
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
と
き
は
、

一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

柳
井
警
察
署

　

☎
０
８
２
０
（
23
）
０
１
１
０

自転車ルールブック
【警察庁ホームページ】

普通自転車歩道通行可
【道路標識】

柳
井
警
察
署
だ
よ
り

５
月
は
「
自
転
車
月
間
」
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【熱中症対策について】 
　環境省と気象庁は、熱中症の危険性が極めて高いことが予測される場合、暑さへの気づきを呼びかけ、熱中
症予防行動を促す熱中症警戒アラートを、運用しています。さらに、気温が特に著しく高くなることにより、
熱中症による重大な健康被害が生ずるおそれがある場合に “熱中症特別警戒アラート” が発表されます。
　本町においても山口県に熱中症特別警戒アラートが発表された場合、防災無線等でお知らせします。危険な
暑さを避けるため、外出を控えたり、こまめな水分補給や休息をとるなど、できる限り一人ひとりが熱中症を
予防しましょう。

問い合わせ　健康増進課 健康づくり班　☎ 0820-73-5504

○運用期間：４月 22 日㈬から 10 月 21 日㈬
熱中症警戒アラート 熱中症特別警戒アラート

発表基準
山口県内情報提供地点のいずれかの暑さ指数 *

が 33 に達すると予測される場合
山口県内情報提供地点のすべての暑さ指数 *

が 35 に達すると予測される場合

町からのお知らせ お知らせはありません 防災行政無線等でお知らせします

クーリングシェルター
（涼める場所） 開設なし

開設　　（町内の指定した施設を開放します）
下記をご確認ください

＊�暑さ指数 (WBGT) とは、「気温」「湿度」「日射・輻射など周辺の熱環境」の３つを取り入れた、熱中症の危険度を判断する

指標です。

≪周防大島町クーリングシェルター ( 指定暑熱避難施設 ) 一覧≫
県内に熱中症特別警戒アラートが発表された時、一時的に暑さをしのいで涼める場所として解放する施設です。

施設名 所在地 開放できる
場所 開放可能日 祝日 開放時間 受入れ

可能人数 問い合わせ先

久賀総合支所 久賀 5134 ロビー 月～金曜日 × 8：30 ～ 17：15 15 人 0820-79-1000

久賀図書館 久賀 5058 図書館内 月～土曜日 × 9：30 ～ 17：00 15 人 0820-72-2520

山口県大島防災
センター 久賀 5066-5 ロビー 火～日曜日 〇 9：00 ～ 17：00 10 人 0820-79-1133

大島総合支所 小松 126-2 ロビー 月～金曜日 × 8：30 ～ 17：15 15 人 0820-74-1001

沖浦出張所 戸田 929-1 ロビー 月～金曜日 × 8：30 ～ 17：15 15 人 0820-76-0004

蒲野出張所 東三蒲 1704-1 ロビー 月～金曜日 × 8：30 ～ 17：15 15 人 0820-74-2324

大島文化センター 小松 138-1
1 階ロビー 月～日曜日 〇

9：30 ～ 17：00
22 人

0820-74-3800
図書館内 火～日曜日 × 31 人

東和総合支所 平野 269-44 ロビー 月～金曜日 × 8：30 ～ 17：15 10 人 0820-78-1110

周防大島文化交流セ
ンター 平野 417-11 ロビー、

図書スペース 木～火曜日 〇 9：30 ～ 17：00 46 人 0820-78-2514

地家室園地拠点施設 地家室 709-4 学習展示室 木～火曜日 〇 9：00 ～ 17：00 20 人 0820-80-4020

橘総合支所 西安下庄 3920-3 ロビー 月～金曜日 × 8：30 ～ 17：15 10 人 0820-77-5500

たちばなケア
プラザ 西安下庄 3920-21 ロビー 日～金曜日 〇 8：30 ～ 17：15 26 人 0820-77-5505

橘総合センター 西安下庄 445-2 １階ロビー、
図書館内 月～土曜日 × 9：30 ～ 17：00 19 人 0820-77-0100

日良居庁舎 土居 1325-1 相談室２、
相談室３ 月～金曜日 〇 8：30 ～ 17：15 8 人 0820-73-5503

※飲料水などは、各自でご用意ください。
※図書館は月末も休館日です。
※�山口県大島防災センターは、毎週月曜日が休館日で

す。休館日が祝日と重なった場合、その翌日が休館
日となります。

〇熱中症予防情報サイト ( 環境省 ) をご活用ください。
　※�熱中症警戒アラートのメール配信サービス

や、環境省公式アカウントによるライン通
知などで最新の情報を得ることができま
す。

町ホームページ▶
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空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
に
つ
い
て

　

町
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
の
活
用

と
移
住
・
定
住
の
促
進
を
目
的
と
し
て
「
空

き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
」
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

空
き
家
の
活
用
（
賃
貸
・
売
買
）
を
希
望

す
る
所
有
者
等
か
ら
の
申
請
を
受
け
「
空
き

家
・
空
き
地
バ
ン
ク
」
と
し
て
登
録
す
る
こ

と
で
、
移
住
（
も
し
く
は
転
居
）
を
希
望
さ

れ
る
人
に
ご
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
空
き
地
の
登
録
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
空
き
家
・
空
き
地
を
お
持
ち
の

人
は
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
登
録
の
流
れ
】

⑴
事
前
相
談

⑵�

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
登
録
申
込
書
を

記
入
・
提
出

⑶
物
件
の
調
査

⑷
契
約
条
件
の
確
認

⑸
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
物
件
と
し
て
登
録

※�

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
の
詳
細
は

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

 

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
で
で
き
る
こ
と

 

・�

町
の
移
住
定
住
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
周
防

大
島
移
住
な
び
」
に
て
登
録
物
件
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

 

・�

移
住
相
談
員
が
内
覧
希
望
者
を
ご
案
内
し

ま
す
。

 
・�

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

空
家
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　

空
家
バ
ン
ク
に
５
年
間
登
録
（
売
買
物
件

を
除
く
）
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、

物
件
の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
に
か
か
る
費
用
を
一

部
助
成
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
家
を
放
置
す
る
と
・
・
・

 

・�

劣
化
・
損
傷
が
進
行
し
、
倒
壊
な
ど
の
危

険
性
が
高
ま
る

� 

・�

草
や
雑
木
が
茂
り
、
野
生
動
物
な
ど
の
棲

み
処
に
な
る

 

・�

残
置
さ
れ
た
家
財
な
ど
が
腐
朽
し
、
不
衛

生
な
環
境
に
な
る

� 

・�

見
た
目
に
も
心
配
や
不
快
感
を
与
え
、
地

域
の
景
観
を
妨
げ
る

な
ど
の
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
は
「
個
人
の
資
産
」
で
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
所
有
者
お
よ

び
相
続
人
が
責
任
を
持
っ
て
適
切
に
管
理
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

空
家
定
住
対
策
課

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
３
３

～
「
暮
ら
せ
る
家
」
と
「
暮
ら
し
た
い
人
」
を
つ
な
ぐ 

～

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
の
ご
紹
介

 空家リフォーム助成事業の助成対象等
内容 申請者 補助対象事業 助成率 助成上限

賃　貸

リフォーム 貸主 家の機能向上に資する改修費用 １／２ 20 万円

家財処分 貸主 不要物の処分費用 １／２ 20 万円

リフォーム
または DIY

借主
家の機能向上に資する改修費用

ＤＩＹの場合は原材料費
１／２ 20 万円

売　買
リフォーム
または DIY

買主
家の機能向上に資する改修費用

ＤＩＹの場合は原材料費
１／２ 20 万円

詳細はこちら

　

毎
年
５
月
12
日
を
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
」
と
し
、
そ
の
日
か
ら
１
週
間

を
「
活
動
強
化
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
住
民

の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
委
員
一
同

が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
い
つ
も
住
民

の
皆
さ
ま
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
で
は
、
１
０
６
人
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
８
人
の
主
任
児

童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

困
り
ご
と
・
相
談
ご
と
が
あ
る
場
合

は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

内
容
に
応
じ
て
適
切
な
関
係
機
関
に
よ

る
支
援
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま
す
。

※�

来
月
号
か
ら
各
地
域
で
の
活
動
の
様
子

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

民
生
福
祉
班

　

☎
０
８
２
０
（
77
）
５
５
０
５

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
を
ご
存
知
で
す
か
？
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気
づ
か
な
い
う
ち
に
ご
近
所
に
迷
惑
を
か

け
て
い
ま
せ
ん
か
。
最
近
、
放
し
飼
い
に
さ

れ
て
い
る
犬
や
猫
が
、
近
隣
住
民
の
敷
地
に

フ
ン
を
し
て
い
る
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
、
周
り

へ
配
慮
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
マ

ナ
ー
を
守
り
、
最
期
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。

犬
の
飼
い
主
の
方
へ

 

・�

散
歩
中
は
、
必
ず
リ
ー
ド
等
に
つ
な
ぎ
、

フ
ン
を
し
た
ら
袋
な
ど
に
入
れ
て
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

 

・�

飼
養
施
設
を
常
に
清
潔
に
し
て
、
周
辺
環

境
や
犬
の
健
康
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

 

・�

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、「
登
録
」
と
毎
年

１
回
の
「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

・�

死
亡
し
た
と
き
、
ま
た
は
飼
主
や
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

 

・�

迷
い
犬
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
首
輪
に
鑑
札
、

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

猫
の
飼
い
主
の
方
へ

 

・�

他
人
の
家
に
フ
ン
や
尿
を
し
た
り
、
車
に

上
が
っ
て
キ
ズ
を
つ
け
た
り
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
猫
の
健
康
や
安
全
の
た
め
に
も
、

で
き
る
だ
け
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

 

・�

繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、
不
妊
・
去
勢

　

手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。　

 

・�

迷
い
猫
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
名
札
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

野
良
猫
や
野
鳥
な
ど
へ
の
エ
サ
や
り
は
や
め

て
く
だ
さ
い

　

野
良
猫
や
野
鳥
な
ど
の
野
生
動
物
へ
の
無

秩
序
な
エ
サ
や
り
行
為
は
、
生
息
数
を
増
や

す
だ
け
で
は
な
く
、
害
虫
な
ど
の
発
生
や
糞

尿
に
よ
る
悪
臭
等
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
時
的
な
感
情
で
エ
サ

を
与
え
る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

動
物
の
遺
棄
・
虐
待
は
犯
罪
で
す

　

愛
護
動
物
を
遺
棄
・
虐
待
す
る
と
法
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

転
居
や
病
気
、
高
齢
等
で
ペ
ッ
ト
を
飼
え
な

く
な
っ
た
ら

　

親
、
兄
弟
、
子
ど
も
や
親
戚
等
に
譲
渡
す

る
か
、
ペ
ッ
ト
の
里
親
を
募
集
し
て
飼
い
主

を
探
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課 

生
活
衛
生
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
１
２

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

～
犬
・
猫
等
に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
～

　埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、京
都府、大阪府、兵庫県、広島県、福岡県から周防大
島町へ移住し、就業・創業・テレワークをされる方
へ支援金を支給します。これは令和８年４月１日以
降の転入から適用します。要件は転入した時期によっ
て多少異なりますが、転入後 1 年以内であれば申請
が可能ですので、詳しくはお問い合わせください。
対象者（次の要件を満たす人が対象となります）
⑴移住元要件　
　東京圏、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、広島県、
福岡県から周防大島町に転入した人
⑵仕事の要件
 ・創業の場合
　やまぐち創業補助金の交付決定を受けていること
 ・就業（一般）の場合
　やまぐちジョブナビに掲載されている移住支援金
対象求人に就業していること
 ・就業（専門人材）の場合※１

　山口県が行うプロフェッショナル人材事業または
内閣府が行う先導的人材マッチング事業を利用して

就業していること
 ・テレワークの場合
　移住元での業務を引き続きテレワークで行うこと
 ・関係人口の場合※１

　町が規定する関係人口の要件を満たし、かつ町内
で農林水産業に従事する、事業承継を行う、介護事
業所等に有資格介護従事者として就職すること（※ １

東京 23 区内からの転入の場合のみ）
　詳しくはお問い合わせください。
助成金額
⑴東京 23 区内からの転入の場合
　単身…60 万円
　２人以上の世帯…100 万円※２　
⑵�埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、京都府、

大阪府、兵庫県、広島県、福岡県からの転入の場合
　単身…30 万円
　２人以上の世帯…50 万円※２　
※２�18 歳未満の者１人あたりに⑴ 100 万円、⑵ 50 万

円の加算が有ります
問空家定住対策課　☎ 0820-74-1033

東京圏等移住支援金のご案内
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開講日時（予定）
区分 日にち 時間

第  １  回 6 月 13 日㈯ 9：30 ～ 16：40
第  ２  回 7 月   4 日㈯ 9：30 ～ 16：40
第  ３  回 7 月 11 日㈯ 9：30 ～ 16：40
第  ４  回 7 月 25 日㈯ 9：30 ～ 16：40
第  ５  回 8 月    8 日㈯ 9：30 ～ 16：40
第  ６  回 8 月 22 日㈯ 9：30 ～ 16：40
第  ７  回 9 月      5 日㈯ 9：30 ～ 17：10
第  ８  回 9 月 26 日㈯ 9：30 ～ 16：40
第  ９  回 10 月      3 日㈯ 9：30 ～ 16：40
第 10 回 10 月  17 日㈯ 9：30 ～ 15：30
第 11 回 10 月    31 日㈯ 9：30 ～ 16：40
第 12 回 11 月        7 日㈯ 9：30 ～ 17：00

場　　所　柳井市文化福祉会館
定　　員　25 人程度（先着順）
受   講   料
　無料（ただしテキスト代等実
費負担あり）
募集期間　
　５月 22 日㈮まで（定員になり次第終了）
※�詳細な講座内容については、受講決定者に別途お知

らせします。

申し込み・問い合わせ
　福祉課 民生福祉班　☎ 0820-77-5505

　聴覚障害者等の生活および福祉制度等への理解と認識を深め、手話で日常会話を行うために必要な技術を習
得することを目的に、柳井圏域を構成する１市４町合同で『手話奉仕員養成講座』を開講します。
　なお、本講座は、入門編（初歩的内容）と基礎編（入門編修了者が対象）で構成されています。入門編と基
礎編の両編を受講することが、手話奉仕員登録の条件となります。
※専用の動画視聴サイトへの登録（有料）が必要となります。

柳井圏域手話奉仕員養成講座受講者募集

周防大島の民泊体験が今年も始まります！

　今年度も春から、たくさんの学生が周防大島で民
泊体験に参加します。民泊体験では、生活体験や共
同調理を通じて島の暮らしを体感しながら交流を深
めます。お住まいの地域に生徒さんが来られた際に
は、温かな迎え入れをお願いします。

民泊体験日程

日にち 学校名

５月 10 日㈰～ 11 日㈪ 大阪市立大池中学校

５月 21 日㈭～ 22 日㈮ 和木町立和木中学校

５月 28 日㈭～ 29 日㈮ 河内長野市立美加の台中学校

６月    １日㈪～     ２  日㈫ 羽曳野市立河原城中学校

６月    ４日㈭～     ５  日㈮ 河内長野市立西中学校

６月 11 日㈭～ 12 日㈮ 八尾市立曙川中学校

民泊受け入れ家庭を募集しています！
　周防大島町体験交流型観光推進協議会では、民泊
体験を提供していただける家庭を募集しています。
過度なおもてなしは一切必要ありません。普段通り
の暮らしのなかで、生徒と家族のような心の交流を
してみたいという皆さん、民泊を始めてみませんか？
　民泊体験を通じた交流が子ども達のかけがえのな
い思い出になります。
　「民泊」に関することなど、少しでも興味を持たれ
た人は、お気軽にお
問 い 合 わ せ く だ さ
い。

問い合わせ
　商工観光課 体験交流推進班
　☎ 0820-79-1003
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健診を受けましょう！

　国民健康保険に加入中の 40 歳～ 74 歳の人に「特定健診」を、後期高齢者
医療制度に加入中の人を対象に「健康診査」を毎年実施しています。
　心臓病や脳卒中等の生活習慣病につながるリスクを早期に発見し、生活習慣
を改善するための健診です。
　健康的な暮らしを維持するためにも、年に１回、ぜひ健診を受診しましょう！

問い合わせ　健康増進課 医療保険班　☎ 0820-73-5502

■受診について
　個別の医療機関へご自身のご都合の良い日時に予約して受診する「個別健診」と、あらかじめ決まった日程・会
場で行う「集団健診」のどちらかを選んで受診することができます。
　申し込み方法の詳細は受診券に同封されているご案内をご確認ください。

実施期間
６月１日

～令和９年３月 31 日

健診および対象者 特定健診（40 歳～ 74 歳） 健康診査（75 歳～）

実施主体 周防大島町国民健康保険 山口県後期高齢者医療広域連合

受
診
に
必
要
な
も
の

受診券 ５月下旬発送予定〔緑色〕 ４月下旬発送〔黄色〕

保険証
国保の資格が確認できるもの

（マイナ保険証・資格確認証 等）
後期高齢者医療の資格が確認できるもの

（マイナ保険証・資格確認証 等）

質問票 あらかじめ記入しお持ちください。

受診料 無料   500 円

○�前立腺がん検査（50 歳以上の男性に限る）と肝炎ウイルス検査を同時に受診できます。（別途費用がかかります）
○��無料または 500 円で受診できるのは今年度内に１回までです。同じ健診を２回受診した場合、２回目は実費で

のお支払いが必要となりますのでご注意ください。

■「個別健診」実施医療機関　
実施機関 場所 電話番号

山中医科歯科クリニック 久賀 72-0152

おげんきクリニック 小松 74-2490

野村医院 横見 76-0017

川口医院 外入 78-0306

しまかぜ在宅支援診療所 平野 78-2533

正木内科医院 西安下庄 77-0021

安本医院 土居 73-0822

大島病院 小松 74-2580

東和病院 西方 78-0310

橘医院 西安下庄 77-1000

○�各医療機関により受付時間が異なりますので、
詳しくは医療機関にお問い合わせください。

■「集団健診」実施場所および実施日
実施場所 日程 受付時間

たちばなケアプラザ
 10 月 14 日㈬ 8：30 ～ 11：00

10 月 15 日㈭ 8：30 ～ 11：00

山口県大島防災センター  10 月 16 日㈮ 9：30 ～ 11：30

しまとぴあスカイセンター
 10 月 17 日㈯ 8：30 ～ 11：00

 10 月 19 日㈪ 8：30 ～ 11：00

東和総合センター  10 月 20 日㈫ 8：30 ～ 11：00

浮島漁村センター  1 月 16 日㈯ 9：30 ～ 11：00

○�４月に行った意向調査で集団健診を希望された人には受診
券をお送りせず、実施日の約２週間前までに受診のご案内
を送付します。

～特定健診・後期高齢者健康診査のお知らせ～
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水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
っ
て
使

用
有
効
期
間
が
８
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、
有
効
期

限
を
迎
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー
等
の
定
期
交
換

を
無
料
で
行
い
ま
す
。（
※
全
て
の
メ
ー
タ
ー

を
交
換
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

交
換
作
業
実
施
業
者

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
が
委
託
し
た

「
企
業
団
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」

交
換
作
業
実
施
期
間

　

５
月
中
旬
～
８
月
下
旬

メ
ー
タ
ー
交
換
時
の
お
願
い

⑴�

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
た
め
、
敷
地
内
に

入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵�

ご
不
在
で
も
、屋
外
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー

を
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑶�

犬
は
、
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

離
れ
た
と
こ
ろ
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑷�

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周
り
に
は
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑸�

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
水
や
泥
が
入

ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

⑹�

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
は
、
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
行
い
ま
す
が
、
ま
れ
に
空
気
が
入

る
こ
と
や
濁
り
水
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
交
換
作
業
後
は
、
水
を
使
用
す
る
前

に
浄
水
器
や
混
合
水
栓
な
ど
が
付
い
て
い
な

い
蛇
口
を
開
け
て
、
水
道
管
内
の
空
気
や
水

を
少
し
流
し
て
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
検
針
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

東
和
・
橘
地
区
は
奇
数
月
、
久
賀
・
大
島

地
区
は
偶
数
月
の
上
旬
に
、
検
針
員
に
よ
る

メ
ー
タ
ー
検
針
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
円
滑

な
検
針
作
業
を
行
う
た
め
、
前
記
⑶
～
⑸
に

ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団 

工
務
課

　

☎
０
８
２
０
（
25
）
０
２
５
７

⚠
ご
注
意
く
だ
さ
い

※�

定
期
交
換
に
よ
り
代
金
を
請
求
す
る
こ

と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

委
託
業
者
は
、
柳
井
地
域
広
域
水
道
企

業
団
が
発
行
し
た
「
証
明
書
」
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
定
期
交
換
を
実
施
し
ま
す

森地区若者定住促進住宅用地貸付の募集を行います

　若者世帯の転入の促進および転出の抑制を図り、過疎化による児童数の減少に歯止めをかけるとともに
地域を活性化することを目的に若者世帯が自己負担によりマイホームを建築するため宅地造成した町有地
を貸し出します。

募集する住宅用地
　周防大島町森地区（旧東和庁舎跡地）
　区画⑤（213.33 ㎡）
※�区画①、②、③、④については成約済みです。

貸付期間　10 年（10 年経過後は無償譲渡します）
貸付料　5,500 円／月額
応募ができる人
　現に生活の基盤が周防大島町にある人または、生
活の基盤を周防大島町に移そうとする人で、おおむ
ね 45 歳以下の１世帯２人以上（同居予定の単身者
を含む）の当該用地に自己負担によりマイホームを
建築できる人。
応募期間　５月 15 日㈮～６月 30 日㈫
　　　　　（応募がない場合は、随時募集を行います）
選考方法
　応募者多数の場合は、公開抽選により決定します。
※�詳しくはお問い合わせください。
申し込み・問い合わせ
　空家定住対策課　☎ 0820-74-1033

旧東和庁舎跡地
①

成約済 ②

③
④

⑤

成約済

成約済

成約済
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　ご自宅や公民館など、ご希望の場所へお伺いし、
スマホに関するお悩みを相談できる「訪問型スマホ
教室」を開催いたします。
　今年度からは、スマホ指導員の研修を受けた町内
の「スマホ指導員」が講師として訪問いたします。
地域の身近なスマホ指導員が皆さまのペースに合わ
せて丁寧に対応しますので、スマホに慣れていない
人でも安心してご相談いただけます。ぜひこの機会
にお申込みください。

募集期間　5 月 15 日㈮～
定　　員　先着 30 組（1 組あたり 1 ～ 3 名程度）
　　　　　※�定員に達した時点で募集を締め切ら

せていただきます。
開催期間　６月１日㈪～令和９年１月 31 日㈰
場　　所　ご自宅や公民館などのご希望の場所（町内）
時　　間　60 分程度
参     加     費　無料
申し込み　�電話、もしくは次の二次元コードよりお

申込みください。
　　　　　

※�お申込み後、スマホ指導員より日程調整のご連絡
をいたします。

問い合わせ
　政策企画課 ＤＸ推進班　☎ 0820-74-1007

　

沖
家
室
島
の
対
岸
、
牛
ヶ
首
と
呼
ば
れ
て

い
る
岬
の
付
け
根
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
上
陸
の

記
念
碑
が
あ
る
。

　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー

ボ
ル
ト
（
１
７
９
６
～
１
８
６
６
）
は
、
鎖

国
下
の
日
本
に
西
洋
医
学
や
博
物
学
を
伝
え
、

そ
の
一
方
で
、
当
時
の
日
本
の
実
像
を
広
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
人
物
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
の
医
学
者
の
家
に
生
ま
れ
た
シ
ー

ボ
ル
ト
は
向
学
心
が
旺
盛
で
、
医
学
の
ほ
か

に
植
物
学
・
地
理
学
な
ど
を
学
び
、
東
洋
の

研
究
に
も
興
味
を
抱
い
て
、
当
時
、
東
洋

と
の
貿
易
が
盛
ん
で
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
へ
と

渡
っ
た
。

　

初
来
日
は
文
政
６
年
（
１
８
２
３
）
か
ら

同
12
年
（
１
８
２
９
）
ま
で
の
６
年
間
で
、

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
長
崎
出
島
商
館

医
員
と
い
う
肩
書
き
で
は
あ
っ
た
が
、
オ
ラ

ン
ダ
の
国
益
の
た
め
に
、
そ
の
貿
易
相
手
国

で
あ
っ
た
日
本
を
総
合
的
に
調
査
研
究
す
る

と
い
う
使
命
を
帯
び
て
い
た
。

　

日
本
駐
在
中
は
長
崎
の
出
島
や
鳴
滝
塾
で
、

病
人
の
治
療
や
弟
子
た
ち
の
教
育
に
当
た
り

な
が
ら
日
本
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
進
め

て
い
た
が
、
外
国
人
が
自
由
に
日
本
国
内
を

旅
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ

の
行
動
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た

中
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
江
戸
参
府
に
随
行

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
旅
の
途
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
調
査
記
録
を
遺
し
た
の
で
あ
る
。

　

シ
ー
ボ
ル
ト
が
著
し
た
『
江
戸
参
府
紀
行
』

に
よ
る
と
「
文
政
９
年
（
１
８
２
６
）
３
月

２
日
、
上
関
の
室
津
と
長
島
と
の
間
の
海
峡

を
通
っ
て
牛
ヶ
首
沖
で
碇
を
下
ろ
し
、
翌
々

日
の
３
月
４
日
、
午
前
９
時
過
ぎ
に
牛
ヶ
首

へ
上
陸
、
植
物
や
地
質
に
つ
い
て
調
べ
た
後
、

午
後
に
出
帆
し
大
崎
下
島
へ
と
向
か
っ
た
」

と
あ
る
（「　

」
内
は
要
約
）。

　

シ
ー
ボ
ル
ト
の
上
陸
は
、
こ
の
辺
り
が
古

来
か
ら
海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
の
、

一
つ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

周
防
大
島
の
文
化
財
71

シ
ー
ボ
ル
ト
上
陸
の
記
念
碑

周
防
大
島
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　

川
口　
　

智

▶
シ
ー
ボ
ル
ト
上
陸
の
記
念
碑

訪問型スマホ教室を開催します！
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問い合わせ　周防大島観光協会　☎ 0820-72-2134

約 100km の海岸道路周遊コースの魅力

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
捕
獲
（
Ｔ
ｒ
ａ

ｐ
）
し
、
不
妊
・
去
勢
手
術
（
Ｎ
ｅ
ｕ
ｔ

ｅ
ｒ
）
を
実
施
し
、元
の
場
所
へ
戻
す
（
Ｒ

ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
）
こ
と
で
、
そ
の
地
域
に
お

け
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
徐
々
に
減
ら

す
活
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動

と
呼
ば
れ
、
過
酷
な
環
境
で
生
き
る
不
幸

な
猫
や
、
保
健
所
へ
収
容
・
殺
処
分
さ
れ

る
猫
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
原

因
と
す
る
ふ
ん
尿
被
害
等
の
問
題
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
適
正
管
理
を
推
進

す
る
団
体
及
び
地
域
に
対
し
、「
飼
い
主
の

い
な
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
等
補
助

金
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳

細
を
確
認
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４

　

生
活
衛
生
課 

生
活
衛
生
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
１
２

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
適
正
管
理
を

推
進
す
る
団
体
を
支
援
し
ま
す

　周防大島では、島の海岸道路を一周できる約
100 ㎞のルートがドライブやバイクツーリングで
人気となっています。西三蒲から伊保田までの北
側を通る国道 437 号線（約 35 ㎞）、伊保田から安
下庄までの南側の県道４号線（約 27 ㎞）、そして
安下庄から西三蒲までの県道 60 号線（約 35 ㎞）
がつながり、美しい海岸線が楽しめるコースです。
　近年では、ランニングやサイクリングでも注目
を集めており、４月 26 日には「周防大島マラニッ
ク」が開催されました。マラニックは、マラソン
とピクニックを組み合わせた造語で、ピクニック
感覚で走り（歩き）ながら自然や地元のグルメに
触れる大会です。100 ㎞、70 ㎞、35 ㎞のコース
に 900 人を超えるランナーが参加し、潮風に包ま
れた美しい自然の中を走りながら、エイドステー
ションで島の恵みを堪能し、地元の人々と心温ま
る交流を楽しみました。
　さらに、５月 17 日には、‟瀬戸内のハワイ周
防大島で ALOHA RIDE”と題し、サイクリングイ
ベント「シマクル」が開催されます。周防大島を
一周（約 90 ㎞）と半周（約 40 ㎞）するコースに、
多島美を望む絶景とエイドステーションでの歓迎
フラ、アロハ丼やみかん鍋など島の絶品グルメや
スイーツを楽しもうと、全国から 500 人を超える
サイクリストが参加します。
　ランニングやサイクリングで盛り上がりを見せ
る一方、公道で楽しむアクティビティーであるが
故の注意も必要です。車では気にならない道路の
継ぎ目や路面の穴も、ロードバイクでは落車の危

険があり大きな事故に繋がる可能性があります。
また、ロードバイクの並走など、一部のサイクリ
ストのルール・マナー違反により危険や迷惑を伴
うこともありますので、シマクル開催を通じて交
通ルールの順守はもちろん、歩行者と自動車に配
慮した思いやり走行を心掛けるよう啓発していま
す。
　これからも地域住民とランナー・サイクリスト
が共に快適に過ごせるよう、相互理解が進む環境
づくり、地域にメリットが生まれる仕組みの構築
に取り組んでいければと思います。

※�周防大島では、車と自
転車双方が安全・快適
に走行できるよう、町
内 の 車 道 に 青 い 矢 印

（矢羽根）が設置され
ました。
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周 防 大 島 町 の 話 題

　�周防大島の魅力を感じながら

　�第５次周防大島町行政改革大綱および第５次周
防大島町行政改革大綱実施計画を策定しました

　令和８年度から令和 12年度までの５年間における、町の
行政改革推進のための基本方針やその進め方を定めた第５次
周防大島町行政改革大綱および実施計画が、周防大島町行政
改革推進委員会の答申を受け策定されました。
　少子高齢化や人口減少により担い手の減少が進むなか、限
られた人員と財源により効率的に質の高い行政サービス継続
していくために、第５次行政改革大綱とこれに基づく実施計
画により行政改革の取組が推進されます。
　第５次行政改革大綱および実施計画は、町ホームページに
掲載しています。

▲周防大島町行政改革推進委員会の中元みどり会長か
ら答申書を受け取る藤本町長（３月 27 日）

　４月７日、ＪＡ山口県周防大島統括本部で「周防大
島みかんカレッジ」の入校式が行われました。
　昨年開校した周防大島みかんカレッジは、今年から
新たに「担い手育成コース」と「技術向上コース」の
２つの研修コースを用意し、２期生として昨年を大き
く上回る 15人の新入生を迎えました。
　研修期間中は、町、ＪＡ、国、県等の支援制度を活
用しながら研修受講することが可能で、基礎的知識や
技術を学ぶ座学、実際の栽培園地での実習、先進農家
への派遣研修等が実施されます。▲２期生の皆さんとの記念撮影の様子

　地域おこし協力隊の着任

　４月１日、大島庁舎で地域おこし協力隊（つながり
仕掛人）の辞令交付式が行われました。
　着任したのは、周防大島町出身の古

こ

賀
が

夢
ゆ め の

乃さんで、
高校卒業以後周防大島町を離れておりましたが、この
度Ｕターン移住して来られました。今後は若者の居場
所づくりサードプレイス事業の企画運営や、関係人口
創出に関するイベントの企画・実施などを行っていく
予定です。
　古賀さんは「大好きな地元の魅力をより多くの方に
知っていただいて、今よりもさらに周防大島を盛り上
げていきたい」と意気込みを語りました。 ▲藤本町長から辞令を受け取った古賀さん㊨
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　お大師堂めぐり歩け歩け大会

　４月 29 日、すぱーく大島をスタート・ゴールに、
屋代川沿い周辺に点在する 14 ケ所の札所をめぐる、
「第 37 回お大師堂めぐり歩け歩け大会」が開催され
ました。
　この大会は、オリエンテーリング形式のスタンプラ
リーとして行われており、今年も約 700 人の参加者
が春の周防大島を歩きました。
　当日は、曇り空が広がる天気となりましたが、参加
者の皆さんは、地図を片手に思い思いのルートで楽し
まれ、歩き終わった後には、365 歩賞のガラポンや、
豪華賞品の当たる大抽選会も行われ、会場は大いに盛
り上がりました。

▲札所をめぐる参加者の皆さん

まちの移動保健室

　「まちの移動保健室」は、ちょび塩の日である
８日に合わせて保健師が町内を巡回し、気軽に
自分の健康について相談できる場です。
　また簡単な健康チェックも行っていますので、
お気軽にお立ち寄りください。

日　時　６月８日㈪　
　　　　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
場　所　マルキュウ大島小松店
内　容　簡単健康チェック
　　　　⑴血圧測定
　　　　⑵血管年齢測定
　　　　⑶健康相談  

問い合わせ
　健康増進課 健康づくり班　☎ 0820-73-5504

　次代を担う子どもたちが、家庭や地域の豊かな
愛情に包まれて、心身ともに健やかに成長するよ
うみんなで見守っていきましょう。

2026 年度標語最優秀作品

一人じゃない　声かけあえば　あったかい

☆�子どものこと、家庭のこと、どんなことでも気
軽にご相談ください。

問い合わせ
　こども家庭センター（福祉課こども家庭班）
　　☎ 0820-77-5508

５月は「こどもまんなか児童福祉月間」です

　２月 27 ～ 28 日に豊洲市場（東京都）で行われ
た「全国牡蠣‐１グランプリ 2026」にて、周防大
島町で養殖する牡蠣が加工の部（生食用冷凍殻付
き＆むき身部門）において、グランプリを受賞し、
藤谷勝さん（株式会社大島オイスター代表取締役）
と小田貞利さん（山口県漁業協同組合理事）が村
岡嗣政山口県知事へ喜びの報告を行いました。
　「全国牡蠣‐１グランプリ」は今年で３回目を迎
え、全国各地の牡蠣生産者および加工業者が日本
一を目指します。またひとつ周防大島町の牡蠣の
魅力が全国に発信されました。

グランプリ受賞を報告

▲左から、柳居俊学山口県議会議長、株式会社大
島オイスター藤谷勝代表取締役、村岡嗣政山口県
知事、山口県漁業協同組合小田貞利理事
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みんなの情報源
　

町
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る

人
に
対
し
て
、
地
域
の
人
か
ら
直

接
仕
事
や
暮
ら
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
実
体
験
を
話
し
て
い
た
だ
く
「
移

住
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
暮
ら
し
ぶ
り
や

地
域
の
話
、
仕
事
の
話
な
ど
、
移

住
を
検
討
し
て
い
る
人
に
本
町
で

の
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
移
住
の
一
助
と
な
る

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
対
象
者

 

・�

地
域
に
詳
し
い
人
、
周
防
大
島

町
が
大
好
き
な
人

 

・�

周
防
大
島
町
に
住
ん
で
い
る
先

輩
移
住
者

 

・�

周
防
大
島
町
へ
の
移
住
定
住
促

進
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
人

活
動
内
容

⑴�

町
が
主
催
す
る
移
住
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
イ
ベ
ン
ト
等

に
協
力
し
、
移
住
希
望
者
の
相

談
事
項
に
対
し
て
、
情
報
提
供

や
助
言
、
ま
た
専
門
分
野
の
活

動
体
験
等
の
提
供
を
行
う

⑵�

移
住
の
促
進
や
地
域
へ
の
定
住

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
活

動
を
実
施
す
る

※�

活
動
の
報
償
と
し
て
１
回
あ
た

り
２
０
０
０
円
を
お
支
払
い
い

た
し
ま
す

登
録
方
法

　

空
家
定
住
対
策
課
窓
口
に
設
置

ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
登
録
申
込
書
を
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

空
家
定
住
対
策
課　

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
３
３

試
験
日
（
１
次
試
験
）

　

９
月
６
日
㈰

受
験
資
格

⑴�

令
和
８
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い

な
い
人
お
よ
び
令
和
９
年
３
月

ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
人

⑵�

人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
人
に
準

ず
る
と
認
め
る
人

試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

受
付
期
間　

６
月
12
日
㈮
～
24
日
㈬

※�

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申

し
込
み
と
な
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

 

・
広
島
国
税
局 

人
事
第
二
課

　

☎
０
８
２
（
２
２
１
）
９
２
１
１

　
　

内
線
３
７
４
３ 

・ 

３
６
３
５

 

・
柳
井
税
務
署

　

☎
０
８
２
０
（
22
）
０
２
７
７

　

県
内
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
、

１
５
０
日
間
の
無
事
故
・
無
違
反

を
目
指
す
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者

は
も
と
よ
り
広
く
県
民
の
交
通
安

全
意
識
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
お

よ
び
安
全
運
転
意
識
の
習
慣
化
に

よ
る
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

募
集
コ
ー
ス
お
よ
び
参
加
費

 

・
５
人
コ
ー
ス
／
４
０
０
０
円

 

・
３
人
コ
ー
ス
／
２
４
０
０
円

 

・
２
人
コ
ー
ス
／
１
６
０
０
円

募
集
期
間　

６
月
30
日
㈫
ま
で

実
施
期
間

　

７
月
４
日
㈯
～
11
月
30
日
㈪
ま

で
の
１
５
０
日
間

申
込
方
法
等

　

募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
警
察
署
、

役
場
窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
）
に
付
属
し
て
い
る
参
加
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加

費
を
専
用
払
込
取
扱
票
に
よ
り
郵

便
局
で
払
込
み
の
う
え
、「
振
替
払

込
請
求
書
兼
受
領
証
」
の
コ
ピ
ー

を
添
え
て
、
警
察
署
ま
た
は
役
場

窓
口
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

結
果
送
付

　

令
和
９
年
１
月
下
旬
頃

副
賞

　

無
事
故
・
無
違
反
達
成
チ
ー
ム

の
中
か
ら
抽
選
で
、
県
産
品
等
を

贈
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
テ
ス
ト

１
５
０
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
６
１
９

　

町
内
へ
の
若
者
世
帯
の
移
住
・

定
住
促
進
を
図
り
、
地
域
の
活
性

化
を
推
進
す
る
た
め
、
町
内
に
住

宅
を
取
得
し
定
住
す
る
若
者
世
帯

（
45
歳
未
満
で
2
人
以
上
の
世
帯
）

を
対
象
に
、
住
宅
取
得
に
要
す
る

経
費
に
対
し
て
最
大
30
万
円
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
物
件

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
新
築
住

宅
ま
た
は
中
古
住
宅

 

・�

定
住
を
目
的
と
し
て
取
得
す
る

も
の

 

・�

表
題
登
記
又
は
所
有
権
の
移
転

登
記
を
完
了
し
た
日
か
ら
起
算
し

て
２
年
以
内
の
も
の

 

・�

建
築
工
事
請
負
契
約
又
は
売
買

契
約
が
締
結
さ
れ
た
も
の

助
成
金
額

　

一
世
帯
あ
た
り　
　
　

10
万
円

助
成
加
算
（
次
の
条
件
に
該
当
す

る
世
帯
）

 

・
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

　

子
ど
も
1
人　
　
　
　

10
万
円

　

子
ど
も
2
人
以
上　
　

15
万
円

 

・
中
古
物
件
を
購
入
し
た
世
帯　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

※�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

空
家
定
住
対
策
課　

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
３
３

募
　
集

税
務
職
員
募
集

お
知
ら
せ

若
者
世
帯
住
宅
取
得
応
援

事
業
の
ご
案
内

２
０
２
６
無
事
故
・
無
違

反
コ
ン
テ
ス
ト
１
５
０
の

参
加
チ
ー
ム
募
集

周
防
大
島
町
移
住
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
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６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す
。

　

周
防
大
島
町
に
は
周
防
大
島
町

長
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
８
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
お
り
、
人
権
に
つ
い
て
の
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

山
口
地
方
法
務
局 

岩
国
支
局

　

☎
０
８
２
７
（
43
）
１
１
２
５

　

す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対

象
と
し
た
「
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動

調
査
」
が
、
全
国
一
斉
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

調
査
員
が
担
当
区
域
内
を
巡
回

し
、
事
業
所
の
外
観
な
ど
か
ら
現

在
の
様
子
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

く
他
、
調
査
票
の
配
布
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

回
答
期
限
の
6
月
8
日
ま
で
に
、

で
き
る
限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

■
入
力
方
法
な
ど
の
調
査
全
般
に

関
す
る
こ
と

　

☎
０
１
２
０
（
１
３
８
）
１
０
２

■
ロ
グ
イ
ン
で
き
な
い
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
関
す
る
こ
と

　

☎
０
１
２
０
（
３
１
９
）
５
０
２

問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課 

広
報
情
報
統
計
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
７

　

県
税
務
課
で
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
「
地
方
税
徴
収
支
援
グ
ル
ー

プ
」
を
設
置
し
、
県
下
の
市
町
に

対
し
て
県
職
員
を
多
数
派
遣
し
市

町
税
務
課
職
員
と
と
も
に
、
税
の

納
付
指
導
や
滞
納
の
解
消
に
努
め
、

徴
収
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
町
か
ら
併
任
徴
収
職
員

と
し
て
県
職
員
９
人
へ
併
任
辞
令

を
交
付
し
ま
し
た
。
併
任
期
間
は

令
和
８
年
４
月
か
ら
令
和
９
年
３

月
末
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課 

徴
収
対
策
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
３
１

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
で
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
ご
家
族
（
被
扶
養
者
）
の
人

を
対
象
に
、
特
定
健
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
年
に
１
回
の
費
用
補

助
が
あ
り
、
お
安
く
受
診
で
き
る

お
得
な
健
診
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
４
月
上
旬
に
協

会
け
ん
ぽ
か
ら
ご
自
宅
に
受
診
券

（
黄
色
の
封
筒
）
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
受
診
可
能
な
健
診
実
施
機

関
や
費
用
に
つ
い
て
は
、
受
診
券

に
同
封
の
案
内
文
書
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
て
健

康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会 
山
口
支
部

保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
８
３
（
９
７
４
）
０
５
３
０

　

令
和
８
年
度
設
置
補
助
金
の
交

付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
予
算

に
限
り
が
あ
り
、
ま
た
、
補
助
金

の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
区
域

 

・�

公
共
下
水
道
お
よ
び
集
落
排
水

区
域
以
外
の
区
域

 

・�

公
共
下
水
道
の
整
備
全
体
計
画

区
域
内
の
一
部
区
域

補
助
金
額
（
上
限
額
）

　

５
人
槽　

59
万
９
千
円

　

７
人
槽　

76
万
５
千
円

　

10
人
槽　

１
０
９
万
６
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課 

下
水
道
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
１
４

補
助
対
象
と
な
る
資
材

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
等
の
被
害
防
止
対
策

の
た
め
に
設
置
す
る
電
気
牧
柵
、

防
護
ネ
ッ
ト
、
金
網
柵
、
ト
タ
ン

柵
等
の
防
護
柵
の
資
材
。（
資
材
購

入
後
の
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

補
助
対
象
地

　

町
内
の
耕
作
地
。（
た
だ
し
、
電

気
牧
柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
面

積
２
０
０
㎡
以
上
）

※�

所
有
者
ま
た
は
耕
作
者
が
町
外

の
人
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

補
助
金
額

　

防
護
柵
の
設
置
に
要
し
た
資
材

費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
１
件
あ

た
り
の
上
限
額
が
５
万
円
（
千
円

未
満
切
り
捨
て
）

※�

た
だ
し
、
令
和
５
年
度
～
７
年

度
に
補
助
を
受
け
て
設
置
済
み

の
耕
作
地
に
つ
い
て
は
、
補
助

金
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

設
置
後
の
保
守
・
点
検

　

破
損
や
倒
れ
か
け
て
い
る
防
護

柵
を
見
か
け
ま
す
。
設
置
済
み
の

人
は
都
度
保
守
・
点
検
を
行
い
、

被
害
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課 

有
害
鳥
獣
対
策
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

防
護
柵
資
材
費
を

補
助
し
ま
す

「
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
」

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
！

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

‐
地
方
税
徴
収
支
援
グ
ル
ー
プ
‐

県
職
員
に
併
任
辞
令
を
交

付
し
ま
し
た

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

補
助
金
に
つ
い
て

全
国
健
康
保
険
協
会
の

特
定
健
診
の
ご
案
内
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合
併
浄
化
槽
を
適
正
に
管
理
し

て
い
る
個
人
や
自
治
会
に
対
し
、

維
持
管
理
や
修
繕
に
関
わ
る
補
助

金
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

単
独
浄
化
槽
で
あ
る
な
ど
、
補

助
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
区
域

　

令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
供

用
開
始
さ
れ
た
公
共
下
水
道
の
区

域
以
外
お
よ
び
集
落
排
水
区
域
以

外
の
区
域

補
助
要
件

 

・�

申
請
日
よ
り
１
年
以
内
に
山
口

県
浄
化
槽
協
会
に
よ
る
合
併
浄
化

槽
の
法
定
検
査
（
年
額
５
５
０
０

円
）
を
行
っ
て
い
る
こ
と

 

・�

令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
専

門
事
業
者
に
よ
る
合
併
浄
化
槽
の

保
守
点
検
・
清
掃
を
行
っ
て
い
る

こ
と

 

・�

町
税
お
よ
び
使
用
料
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

必
要
書
類

 

・�

申
請
日
か
ら
１
年
以
内
の
山
口

県
浄
化
槽
協
会
に
よ
る
合
併
浄
化

槽
の
法
定
検
査
の
領
収
書
（
年
額

５
５
０
０
円
）
ま
た
は
そ
の
検
査

結
果
書

 

・�

令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
の
大

島
興
業
ま
た
は
田
中
産
業
に
よ
る

合
併
浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃

の
領
収
書
、
も
し
く
は
請
求
書
と

支
払
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
通
帳
の

写
し

 

・�

町
税
お
よ
び
使
用
料
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
証
明
書

（
支
所
・
出
張
所
で
発
行
で
き
ま
す
）

※��
な
お
、
修
繕
の
場
合
は
、
右
記

と
合
わ
せ
て
、
令
和
８
年
４
月

１
日
以
降
の
事
業
者
に
よ
る
修

繕
の
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
。（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
等
で
の

ブ
ロ
ワ
の
購
入
に
よ
る
取
り
換

え
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
事

業
者
に
よ
る
修
繕
を
お
願
い
し

ま
す
）

補
助
金
額
（
上
限
額
）

 

・
維
持
管
理　

６
０
０
０
円

 

・�

修
繕
費
用　

　

か
か
っ
た
費
用
の
２
分
の
１
（
上

限
５
万
円
。
１
０
０
０
円
未
満
切

り
捨
て
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課
下
水
道
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
１
４

対
象
と
な
る
町
税

 

・
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

 

・
固
定
資
産
税

 

・
軽
自
動
車
税

 

・
国
民
健
康
保
険
税

申
し
込
み
手
続
き
の
方
法

　

申
込
用
紙
に
つ
き
ま
し
て
は
、

取
扱
金
融
機
関
の
町
内
の
店
舗
に

備
え
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
場
で
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
町
外
の
店
舗
に
は
備
え

付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
税
務
課
に
ご
連
絡
を
い
た

だ
け
れ
ば
送
付
い
た
し
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関

　

山
口
銀
行
、
北
九
州
銀
行
、
西

京
銀
行
、
山
口
県
農
業
協
同
組
合
、

山
口
県
漁
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
郵
便
局

手
続
き
に
必
要
な
も
の

 

・�

預
貯
金
通
帳
（
口
座
番
号
を
確

認
で
き
る
も
の
）

 

・
預
貯
金
通
帳
の
届
出
印

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て

口
座
振
替
の
手
続
き
を
行
う

サ
ー
ビ
ス
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
口
座
振
替

受
付
サ
ー
ビ
ス
）
が
で
き
る
よ

合
併
浄
化
槽
の
適
正
管
理

推
進
補
助
金
に
つ
い
て

う
に
な
り
ま
し
た
。（
一
部
金
融

機
関
を
除
く
）
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課 

徴
収
対
策
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
３
１

　

町
で
は
、
住
民
の
生
活
の
安
全
・

安
心
と
良
好
な
住
環
境
の
確
保
を

図
る
た
め
、
町
内
の
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
な
い
危
険
な
空
家
等
の

除
去
に
対
し
て
、
解
体
工
事
費
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
補
助
金
額
を

50
万
円
に
拡
充
し
て
い
ま
す
の
で
、

危
険
空
家
の
解
体
を
お
考
え
の
人

は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

町
内
に
所
在
す
る
空
き
家
の
所

有
者
等

※�

相
続
人
等
の
場
合
は
、
所
有
者

と
の
関
係
性
を
示
す
書
類
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
物
件

　

特
定
空
家
等
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
空
家
等

※�

調
査
員
に
よ
る
現
地
調
査
に
よ

り
該
当
の
可
否
を
判
定
し
ま
す
。

補
助
額
等

　

解
体
に
係
る
費
用
の
3
分
の
1

　

最
大
50
万
円

応
募
期
間

　

令
和
９
年
１
月
末
ま
で

※�

２
月
末
ま
で
に
実
績
報
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
期
間
内
で
あ
っ
て
も
予
算

に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

注
意
事
項

 

・�

補
助
対
象
は
町
内
の
解
体
工
事

業
者
に
依
頼
し
た
解
体
工
事
に
限

り
ま
す
。

 

・�

着
工
前
に
申
請
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。（
着
工
後
の
申
請
は
受

け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ

　

空
家
定
住
対
策
課

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
３
３

町
税
の
納
付
は
便
利
、
確

実
、
安
心
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

町ホームページ

危
険
空
家
等
除
去
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
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日
時

　

５
月
22
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
（
入
場
無
料
）

講
師

　

森
本
文
規
氏
（
歴
史
研
究
家
、

周
防
大
島
出
身
）

場
所　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　

橘
郷
土
会
事
務
局
（
尼
崎
）

　

☎
０
９
０
‐
４
７
５
１
‐
６
２
１
８

日
時

　

６
月
17
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時

　
（
受
付　

午
前
９
時
45
分
）

場
所　

た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ

内
容

　

講
話
（
体
軸
と
は
？
な
ど
）、
実

践
（
抱
っ
こ
の
姿
勢
、
お
子
さ
ん

と
体
軸
体
操
な
ど
）

みんなの情報源

講
師

　

深
町
和
子
氏
（
体
軸
キ
ッ
ズ
＆

ジ
ュ
ニ
ア
ト
レ
ー
ナ
ー
・
保
育
士
）

対
象
者

　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
主
に

１
歳
半
頃
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対

象
と
し
た
内
容
で
す
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

こ
ど
も
家
庭
班

　
（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
８
２
０
（
77
）
５
５
０
８

そ
ば
打
ち
体
験

日
時

　

6
月
５
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　

実
施
者
宅
（
東
三
蒲
）

体
験
料　

２
０
０
０
円

受
入
人
数　

5
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

5
月
22
日
㈮

か
し
わ
餅
と
さ
く
ら
餅
づ
く
り
体
験

日
時　

　

6
月
26
日
㈮

　

午
後
1
時
～
３
時

場
所　

工
房
ふ
き
の
と
う
（
志
佐
）

体
験
料　

１
５
０
０
円

【
講
演
会
】
明
治
の
新
政
府
を

動
か
し
た
長
州
フ
ァ
イ
ブ
と

11
人
の
サ
ム
ラ
イ
の
物
語

催
し
・
講
座

受
入
人
数　

5
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

6
月
12
日
㈮

Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
の
か
ご
づ
く
り
体
験

日
時　

　

7
月
10
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

　
（
軽
食
あ
り
）

場
所　

百
笑
の
郷
（
東
屋
代
）

体
験
料　

１
５
０
０
円

受
入
人
数　

5
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

６
月
19
日
㈮

竹
か
ご
作
り
体
験

日
時　

　

7
月
16
日
㈭

　

午
後
１
時
～
4
時

場
所　

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
家

　

ほ
う
か
ほ
う
か
（
外
入
伊
崎
）

体
験
料　

１
５
０
０
円

受
入
人
数　

5
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

７
月
２
日
㈭

※�
各
コ
ー
ス
と
も
お
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
水
産
課
内
）

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
夏
コ
ー
ス
～

子
育
て
教
室「
体
軸
セ
ラ
ピ
ー
」

を
開
催
し
ま
す

　イノシシ等の有害鳥獣捕獲は無免許ではできませ
ん。町ではイノシシ・タヌキ・カラス等を有害鳥獣
に指定し、山口県大島郡猟友会へ委託して捕獲して
います。捕獲に携わるには狩猟免許を取得した後に、
山口県に狩猟者登録を行い、山口県大島郡猟友会へ
の入会が必要です。
　山口県では次のとおり狩猟免許試験を実施します。
この機会に捕獲に携わることが可能な人は、ぜひ狩
猟免許を取得していただき、農作物被害防止にご協
力ください。（※町では狩猟免許取得経費等を一部
助成しています）
　試験日前日に、同会場で山口県猟友会主催による
狩猟免許講習会が開催されます。申し込み等は、山
口県猟友会事務局（☎ 083-924-3517）までお願い
します。

狩猟免許試験日程（各回：午前９時から午後４時まで）

日にち 場　　所 申込期限
６月 21 日㈰ 美祢市民会館（美祢市） ６月 10 日㈬

７月  ５ 日㈰ 下関市菊川ふれあい会館（下関市）６月 24 日㈬

７月 19 日㈰ 柳井市文化福祉会館（柳井市） ７月  ８ 日㈬

８月  ２ 日㈰ 山口県総合保健会館（山口市） ７月 22 日㈬

８月  ７ 日㈮ 山口県立農業大学校（防府市）※ ７月 27 日㈪

８月 30 日㈰ ゆめプラザ熊毛（周南市） ８月 19 日㈬

※わな猟のみ実施

※�申請様式は、農林水産課（☎ 79-1002）でも配布して

います。

申し込み・問い合わせ
　岩国農林水産事務所　☎ 0827-29-1567

狩猟免許試験～有害鳥獣捕獲には免許が必要です～
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か し こ い
消 費 者

めざせ！

【相談窓口】
柳井地区広域
消費生活センター
☎ 0820-22-2125
山口県
消費生活センター
☎ 083-924-0999

消 費 生 活 上 の 不 安
や 心 配 を 感 じ た ら
消 費 生 活 セ ン タ ー
にご相談ください。

【
事
故
情
報
】

　

家
族
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
移
し
替
え
た
柔
軟
成
分
入
り
洗
濯
用
合

成
洗
剤
を
誤
飲
し
て
、
化
学
性
肺
炎
に
な
っ
た
。
入
院
が
30
日
以
上

と
な
り
、
退
院
後
も
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
が
著
し
く
低
下
し

て
い
る
た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
を
目
的
と
し
た
継
続
的
な
治
療
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
洗
剤
や
殺
虫
剤
、
燃
料
な
ど
を
移
し
替

え
る
と
色
が
似
て
い
る
飲
料
と
区
別
が
で
き
な
く
な
り
、
移
し
替
え

て
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
家
族
な
ど
が
誤
っ
て
飲
ん
で
し
ま
う
危
険

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
へ
の
洗
剤
や
殺
虫
剤
、
燃
料

な
ど
の
移
し
替
え
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
つ
め
替
え
製
品
や
大

容
量
の
製
品
を
使
用
す
る
と
き
は
、
指
定
以
外
の
容
器
に
は
移
し
替

え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
の
回
り
に
中
身
が
移
し
替
え
ら
れ
た
飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
が
な
い
か
を
確
認
し
誤
飲
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

誤
飲
し
て
症
状
が
あ
る
場
合
や
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
場
合
は
誤

嚥
に
よ
り
重
篤
な
化
学
性
肺
炎
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、

速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
へ
の
移
し
替
え
は

や
め
ま
し
ょ
う
！

暮らしの相談（５月 21 日～６月 20 日）

■相談所
相　談 日　時 場　所 備考・問い合わせ等

常設人権相談所 毎週月～金曜日
（休日を除く）   8：30 ～ 17：15 山口地方法務局 岩国支局

（岩国市錦見一丁目 16-35）

○�差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問�山口地方法務局 岩国支局
　☎ 0827-43-1125

特設人権相談所   6 月   5 日㈮   9：30 ～ 11：30 橘総合センター ○差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問福祉課 民生福祉班　☎ 77-5505

育児相談
  5 月 28 日㈭

10：00 ～ 11：30
しまとぴあスカイセンター ○�お子さんの発育・発達や食事等の相談

問�福祉課 こども家庭班（こども家庭センター）
☎ 77-5508

  6 月 12 日㈮ たちばなケアプラザ
  6 月 16 日㈫ 久賀福祉センター

こころの相談   6 月   5 日㈮ 10：00 ～ 12：00 久賀福祉センター ○要予約
問�健康増進課 健康づくり班　☎ 73-5504

認知症相談   6 月   1 日㈪   9：00 ～ 12：00 日良居庁舎 ○相談日以外も可能
問地域包括支援センター　☎ 73-5506

出張年金相談 毎月第３火曜日
10：00 ～ 12：00

久賀総合センター ○�要予約
問岩国年金事務所　☎ 0827-24-222213：00 ～ 16：00

■税務相談
相　談 日時 備考・問い合わせ等

個人相談（所得税・消費税等） ５月第 2・4 水曜日    9：00 ～ 16：00
６月第 2 ～ 4 水曜日    9：00 ～ 16：00

○要予約
問柳井税務署
☎ 0820-22-0277

音声案内
「２」→

「５」

法人相談（法人税・消費税・源泉所得税・印紙税等） 毎月第 1・3 金曜日    9：00 ～ 16：00 「７」「８」

資産相談（相続税・贈与税・譲渡所得） 毎週月曜日　　　　   9：00 ～ 16：00 ○要予約
問徳山税務署  ☎ 0834-51-1122（直通）

■電話相談
相　談 時間 電話番号

国税に関する一般的な相談（電話相談センター）   8：30 ～ 17：00 ☎ 0570-00-5901

救急医療電話相談
こども（15 歳未満）の相談 19：00 ～翌 8：00 ♯ 8000（利用できない場合　☎ 083-921-2755）

おとな（15 歳以上）の相談 毎日 24 時間 ♯ 7119（利用できない場合　☎ 083-921-7119）

※緊急・重症の場合は、迷わず 119 番してください。
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人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る
今
、
自
分
自

身
や
家
族
の
最
期
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
思
い

描
い
て
い
ま
す
か
。
私
た
ち
は
、
誰
も
が
突
然
の

病
気
や
事
故
で
命
の
危
機
に
直
面
す
る
可
能
性
を

抱
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に

な
る
と
、
約
7
割
の
人
が
自
分
の
希
望
や
想
い
を

周
囲
に
上
手
く
伝
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
元
気
な
う
ち
に
自

分
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、
希
望
す
る
医
療
や

介
護
に
つ
い
て
考
え
、そ
れ
を
家
族
や
友
人
、医
療
・

介
護
関
係
者
な
ど
信
頼
で
き
る
人
た
ち
と
話
し
合

い
、
共
有
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
一

連
の
機
会
を
人
生
会
議
と
言
い
ま
す
。

　

人
生
会
議
を
行
う
こ
と
で
、
も
し
周
囲
の
人
た

ち
が
自
分
の
代
わ
り
に
重
大
な
決
断
を
迫
ら
れ
た

際
、
迷
い
な
が
ら
も
、
自
分
の
願
い
を
反
映
す
る

こ
と
が
で
き
、「
こ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
な
」「
あ

の
時
、
も
っ
と
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
い

う
心
残
り
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
人
生
会
議
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
経

験
の
あ
る
人
は
、
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

多
く
の
人
は
、
人
生
会
議
と
い
う
言
葉
を
聞
い

て
も
、
遠
い
未
来
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
気
持
ち
は
時
間
と
と
も
に
変
わ

る
た
め
、
何
度
で
も
繰
り
返
し
、
今
こ
の
瞬
間
の

希
望
や
想
い
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
あ
な
た
の
声
を
届
け
る
た
め
に
、
人
生
会
議

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
医
療
や
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
周
防
大

島
町
在
宅
医
療
協
議
会
を
設
置
し
、
医
療
と
介
護

の
連
携
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
人
生
会
議
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
、
在
宅
医
療
協
議
会
で
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
集
ま

り
や
サ
ロ
ン
な
ど
を
対
象
に
、
人
生
会
議
を
テ
ー

マ
と
し
た
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
人
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

保
健
師　

山
田　

優
一
郎

　
　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
６

人
生
会
議
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政
の
仕
組

み
や
手
続
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政

機
関
へ
の
通
知
な
ど
の
仕
事
を
無
報

酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相

談
を
次
の
と
お
り
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内

容
な
ど
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
山
口
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

で
も
、
随
時
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。（
電
話
、
手
紙
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ
で
も

相
談
で
き
ま
す
）

【
山
口
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
】

　

〒
７
５
３
‐
０
０
８
８

　

山
口
市
中
河
原
町
６
‐
16

　

山
口
地
方
合
同
庁
舎
１
号
館

 

・
手
紙
…
書
式
は
問
い
ま
せ
ん

　

☎
０
５
７
０
（
０
９
０
）
１
１
０

　

☎
０
８
３
（
９
３
２
）
１
１
０
０

　
　

０
８
３
（
９
２
２
）
１
５
９
３

　

行
政
相
談
委
員
に
つ
い
て【周防大島町各地区の行政相談委員等】

地区 相談委員氏名 相談日時 場所

久賀地区 伊藤　和也 第３月曜日　10：30 ～ 12：00 久賀総合センター

大島地区 柳澤　裕実 第２火曜日　10：00 ～ 12：00 大島庁舎

東和地区 西村　幸人 第２火曜日　10：00 ～ 12：00 東和総合センター

橘　地区 岬崎　光志 第３火曜日　13：30 ～ 15：30 橘総合センター

※当日が祝日の場合は、開催しませんのでご了承ください。

℻

◀インターネット
による行政相談受
付ページ

▲リーフレット
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周防大島町が運営する住民参加型のローカルテレビ。
毎週火曜に番組の更新を行い、６時～ 24 時まで繰り
返し放送！放送した番組のＤＶＤは図書館で貸し出
しを行っています。一部の番組はユーチューブで視
聴もできます。

周防大島チャンネルはケーブルテレビアイ・キャ
ンに加入することでご覧になれます。ケーブルテ
レビ新規加入促進補助金も適用されます。詳しく
はアイ・キャン（☎ 0120-189234、携帯電話の
方は☎ 0827-22-5678）にお問い合わせください。

の
５月１９日

６月２２日

放送内容については予告なく変更することがあります／詳しくはケーブルテレビの電子番組表をご確認ください

～

６月９日～１５日
すおうおおしま お元気いきいき体操

《準備体操～上半身編》

東和病院のリハビリの先生と考案した体操。今
回は準備体操～上半身の体操です。日常に必要
な筋力を鍛える内容となっています。

アイ・キャン
ニュースダイジェスト
～ 2026 年５月放送分～

５月に放送した周防大島町
のニュースを一挙放送。

６月１６日～２２日

５月２６日～６月１日
周防大島町 防災講演会

２月 23 日に山口県大島防災センターで開催された防災講演会をお届けします。
過去に５回の地震災害を経験し、東日本大震災では避難所の責任者として地域
住民と共に避難所運営を行ったＹＹ防災ネット代表の吉田亮一さんが、自らの
体験から学んだ大規模災害への対応について紹介しています。

５月１９日～２５日

６月２日～８日
気候変動と地域の海
未来を考えるセミナー

２月１日に地家室園地拠点施設で開催されたセミナーの様子をお届けします。
地家室沖のニホンアワサンゴ群落や海の変化、地域の自然や暮らし、観光など
の産業への影響を学び、リスクとチャンスを踏まえた “備え” を考えます。

－６月は周防大島町議会定例会の模様を生中継・再放送します－

島スクエアプラスフォーラム

２月 21 日に開催された「島スクエアプラス」
による起業家育成講座の発表会。受講生による
事業プランの発表や、大島商船高専の学生も参
加した座談会などをご覧ください。

大島俳句協会番組

俳句ポストつとむくん 第四十七回

島内各所の「俳句ポスト」に投句された俳句を
紹介する番組です。今回は、令和７年 10 月～
12 月に投句された俳句を紹介します。

周防大島町政
お知らせリレー６月

広報と連動した周防大島町
からのお知らせをお届けし
ます。

島景色２～見つめる、島の
あしあと～其の 2「嵩山」

周防大島の風景と歩みを見
つめる番組。今回は嵩山を
紹介します。
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休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
日にち 医療機関 連絡先

    5 月 24 日㈰ 正木内科医院 ☎ 77-0021

      5 月 31 日㈰ 野村医院 ☎ 76-0017

    6 月      7 日㈰ 安本医院 ☎ 73-0822

    6 月 14 日㈰ しまかぜ在宅支援診療所 ☎ 78-2533

通年
大島病院 ☎ 74-2580

東和病院 ☎ 78-0310

今月の納期

【全    期  分】　軽自動車税

【第１期分】　固定資産税

納期限  ６月１日㈪

広報すおう大島４月号６ページの「町職員の異動」
記事に誤りがありました。訂正してお詫び申し上げ
ます。

〈誤〉▶財政課長
　　　  森本　信二（財務課財政班長）

〈正〉▶財務課長
　　　  森本　信二（財務課財政班長）

人のうごき（４月１日現在）※増減は前月比

人口 12,998 人 （-85）

男 6,071 人 （-41）

女 6,927 人 （-44）

世帯 7,759 戸 （-30）

増：出生　   1 人
　　転入　50 人

減：死亡　45 人
　　転出        91 人

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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　周防大島町では、6 月１日から９月 30 日までの間、「アロハビズ」を実施します。
　アロハビズが大切にしているのは、「アロハスピリット」という考え方です。これは、
思いやりや助け合いの心、自然と共に生きる姿勢を意味しており、日々の暮らしや地
域活動の中でも活かすことができる、大切な価値観です。
　アロハシャツを着用して、「おもてなしの心（アロハの心）」で皆さまを温かくお迎
えするとともに、地域の皆さまとともに、この大切なつながりを守り育て、その魅力
を広く発信してまいります。

（一財）山口県大島郡国際文化協会

アロハビズ

　  ６月１日  ～  ９月 30 日

　４月９日、「山口県立大学附属周防大島高等学
校」の開校式と令和８年度入学式が執り行われ
ました。
　附属高校はこれまでの「山口県立周防大島高
等学校」の設置者を県立大学に変更して開校し
たもので、地域の教育拠点として新たなスター
トを切りました。式典では、県立高校としての
最後の卒業生から校旗が返納された後、山口県
立大学の岡正朗理事長から、周防大島町出身の
新村則人さんがデザインした真新しい校章が刻
まれた新校旗が授与されました。
　また、新入生を代表して登壇した中村元音さ
んは、「私たちへの全ての期待をしっかりと受け
止めて、私たち自身が成長し、附属高校への新
しい歴史づくりに取り組みたい」と力強く決意
を述べました。

　今年度の入学生は、普通科 85 人、介護福祉特
別科２人の計 87 人で、新しい制服に身を包んだ

「新入生」たちは、期待と緊張が入り混じる表情
で学び舎の門をくぐりました。

山口県立大附属周防大島高等高校が開校

▲�岡正朗理事長から在校生代表へ
校旗の授与の様子

◀�新入生代表の中村元音さん


